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『宋

書
』
巻
六
孝
武
帝
紀
に
、
大
明
三
年

(四
五
九
)
の
こ
と
と
し
て
、

揚
州
の
統
ぶ
る
所
の
六
郡
を
以
て
王
畿
と
為
し
、
東
揚
州
を
以
て
揚
州
と
為
す
。

(以
揚
州
所
統
六
郡
爲
王
畿
、

以
東
揚
州
爲
揚
州
。)

と
あ

り
、
劉
宋
孝
武
帝
が
、
揚
州
所
属
の
六
郡
を
以
て
江
南
の
地
に
王
畿
を
設
置
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
六
郡
に
は
、
東
晋

以
来
、
都
が
置
か
れ
て
い
た
建
康
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
地
に
天
下
の
中
心
を
示
す
王
畿
と
い
っ
た
行
政
区
を
設
置
し
た

こ
と

は
、

一
見
す
る
と
何
ら
疑
問
の
余
地
が
な
い
か
の
如
く
で
あ
る
。

し
か
し
、
魏
、
西
晋
に
お
い
て
天
下
の
中
心
は
、
中
原
と
く
に
都
の
存
在
し
た
洛
陽
で
あ

っ
た
。
こ
の
洛
陽
を
中

心
と
す
る
天
下
観
は
、

東
晋
が
成
立
し
た
後
も
存
在
し
て
い
た
。
建
康
は
こ
う
し
た
天
下
観
か
ら
す
れ
ば
、
東
南

の
辺
境
に
存
在
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
東
晋
南
朝

に
お
け
る
正
統
性
と
い
っ
た
点
か
ら
み
た
際
、
極
め
て
大
き
な
弱
点
で
あ

っ
た
。
そ
れ
故
、
中
村
圭
爾
氏
は
そ
の
克

服
が

「辺
境
で
の
存
在

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
東
晋
南
朝
に
と

っ
て
最
大

の
政
治
的
課
題
」

で
あ

っ
た
と
し
て
お
ら
れ
る
。

と
す
れ
ば
、
孝
武
帝
に
よ
る
王
畿
の
設
置
は
洛
陽
中
心
の
天
下
観
と
い
っ
た
点
か
ら
み
た
際
、
か
な
り
異
常
な
こ
と

で
あ
る
と
さ
れ
よ
う
。

劉

宋

孝

武

帝

の

礼

制

改

革

に

つ

い

て

建
康
中
心
の
天
下
観
と
の
関
連
か
ら
み
た

戸

川

貴

行

は

じ

め

に



も
ち
ろ
ん
、
洛
陽
中
心
の
天
下
観
は
あ
く
ま
で
中
国
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
踏
ま
え
た
伝
統
的
理
念
と
し
て
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
勢
実
に

は
当
時
、
皇
帝
の
居
所
が
建
康
で
あ

っ
た
こ
と
や
、
僑
民
の
土
着
化
な
ど
に
よ

っ
て
、
徐

々
に
で
は
あ
る
が
建
康
を
天
下
の
中
心
と
考
え
る

人
々
も
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
洛
陽
中
心
の
天
下
観
か
ら
す
れ
ば
、
中
原
の
恢
復
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
が
、
元
嘉
二

十
七
年

(四
五
〇
)
、
孝
武
帝
の
父
で
あ
る
文
帝
が
北
伐
に
失
敗
し
て
後
、
南
朝
は
北
朝
に
対
し
軍
事
的
に
劣
勢
と
な
り
、
中
原
恢
復
が
極

め
て
難
し
く
な

っ
た
。

つ
ま
り
、
孝
武
帝
は
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
建
康
中
心
の
天
下
観
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
正
統
性
の
弱

点
で
あ
る
地
理
的

「辺
境
性
」
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
正
統
性
の
主
張
は
、
王
畿
の
設
置
の
み
で
十
全
に
行
い
得
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
妹
尾
達
彦
氏
は
、

前
近
代
の
王
権
は
、
み
ず
か
ら
を
宇
宙
の
中
心
と
し
、
王
都

(帝
都
)
を
価
値
と
道
徳
の
源
泉
と
み
な
し
た
。
正
統
性
の
根
拠
が
神

な

い
し
天
の
超
越
性

・
普
遍
性
に
あ

っ
た
た
め
に
、
帝
国
に
は
国
境
と
い
う
観
念
は
存
在
せ
ず
、
王
都
か
ら

の
距
離
に
応
じ
て
文
化
の

高
低
が
存
在
す
る
だ
け
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、
王
都
を
主
舞
台
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
帝
国
期
の
王
朝
儀
礼

の
機
能
は
、
宇
宙
の
秩
序

と
地
上
の
秩
序
の
対
応
を
説
く
観
念
論
を
、
劇
的
な
形
式
で
視
覚
化

・
具
象
化
し
、
被
支
配
者
の
心
の
中
に
支

配
の
正
統
性
を
植
え

つ

け
、
価
値
の
中
心
性
を
創
作
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
と
い
え
る
。

と
述

べ

、
正
統
性
を
主
張
す
る
た
め
に
王
都
11
天
下
の
中
心
と
す
る
際
、
儀
礼
が
極
め
て
重
要
で
あ

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

筆
者

は
氏

の
見
解
に
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
と
す
れ
ば
、
建
康
中
心
の
天
下
観
を
考
え
る
際
、
儀
礼
の
問
題
は
是
非
と
も
考
察
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

孝
武
帝
期
に
お
け
る
儀
礼
の
問
題
を
考
え
た
際
、
注
目
さ
れ
る
の
は
次
の
史
料
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『宋
書
』
巻

三

一
、
五
行
志

二
、

恒
陽

の
条
に
、

孝
武
帝
の
大
明
七
年

・
八
年
、
東
の
諸
郡

大
旱
あ
り
て
、
民
の
飢
死
す
る
者

十
に
六
七
。
是
よ
り
先

江
左
以
來
、
制
度
多
く
閾
く
。

孝
武
帝

明
堂
を
立
て
、
五
轄
を
造
る
。
是
の
時

大
い
に
徒
衆
を
獲
し
て
、
南
巡
校
猟
し
、
盛
ん
に
自
ら
大
な

る
を
衿
る
。
故
に
旱
災

を
致
す
。

(孝
武
帝
大
明
七
年

・
八
年
、
東
諸
郡
大
旱
、
民
飢
死
者
十
六
七
。
先
是
江
左
以
來
、
制
度
多
閾
。
孝

武
帝
立
明
堂
、
造
五



本
節
で
は
、
劉
宋
孝
武
帝
が
東
晋
南
朝
に
お
い
て
、
初
め
て
明
堂
を
建
康
に
建
設
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。
さ
て
、
東
晋
の
明
堂
に
つ
い
て

は
、
『
宋
書
』
巻

一
六
礼
志
三
に
、

按
ず
る
に
元
帝

命
を
紹
ぎ
て
中
興
し
、
漢
氏
の
故
事
に
依
り
て
、
宜
し
く
明
堂
宗
祀
の
禮
を
享
す
べ
き
も
、

江
左

(東
晋
を
指
す
)

一

明

堂

の

建

設

轄
。
是
時
大
獲
徒
衆
、
南
巡
校
猟
、
盛
自
衿
大
。
故
致
旱
災
。
)

と
あ

る
。
こ
の
記
事
は
、
孝
武
帝
が
明
堂
の
建
設
、
五
轄
の
製
造
、
南
巡
を
行

っ
た
た
め
、
恒
陽
が
生
じ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
明
堂
、

南
巡

は
と
も
に
吉
礼
で
あ
り
、
五
轄
は
儀
礼
の
際
、
皇
帝
が
乗
る
車
の
こ
と
を
指
す
。
従

っ
て
、
右
は
儀
礼
そ
の
も

の
、
も
し
く
は
儀
礼
と

極
め

て
関
係

の
深
い
も
の
で
あ

っ
た
と
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
史
料
中
の
恒
陽
は
、
旱
魅
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
。
同
条
に
は
、
そ
れ
が
起
こ

る
原

因
に

つ
い
て

ヱ
几
陽
自
大
、
又
其
磨
也
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
君
主
と
し
て
限
度
を
超
え
た
状
態
、
行
動
が
、
旱
越
を
引

き
起

こ
し
た
原
因
で
あ

っ
た
と
す
る
も
の
で
あ
る

。

で
は
、
孝
武
帝
は
何
故
、
後
世
か
ら
限
度
を
超
え
て
い
る
と
さ
れ
た
明
堂

の
建
設
、
五
轄
の
製
造
、
南
巡
を
行

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼

が
江
南
王
朝
化
や
元
嘉

二
十
七
年
の
北
伐
失
敗
な
ど
を
受
け
て
、
建
康
の
存
在
す
る
地
に
王
畿
を
設
置
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
さ
ら

に
、

王
朝

の
儀
礼
は
、
都
　
　天
下
の
中
心
で
あ
る
こ
と
を
視
角
化
、
具
象
化
す
る
働
き
を
も

つ
。
右
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
孝
武
帝
に
よ
る

こ
れ
ら

の
施
策
は
王
畿
の
設
置
と
同
様
、
建
康
中
心
の
天
下
観
を
主
張
す
べ
く
行
わ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
問
題
の
解
明
は
、
梁

武
帝
が
受
菩
薩
戒
や
仏
寺
の
建
立
な
ど
の
仏
教
政
策
に
よ

っ
て
、
辺
境
に
存
在
す
る
江
南
政
権
の
正
統
性
を
主
張
し
よ
う
と
し
た
こ
と
の
解

明
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
は
右
述

の
問
題
関
心
か
ら
、
劉
宋
孝
武
帝
が
行

っ
た
明
堂
の
建
設
、
五
轄
の
製
造
、
南
巡
に
つ
い
て
考
察
し
、
以
て
東
晋
南
朝
に
お

い
て
最
大

の
政
治
的
課
題
で
あ

っ
た
地
理
的

「辺
境
性
」
の
克
服
に
つ
い
て
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。



明
堂
を
立
て
ず
。
故
に
焉
を
闘
く
。
(按
元
帝
紹
命
中
興
、
依
漢
氏
故
事
、
宜
享
明
堂
宗
祀
之
禮
、
江
左
不
立
明
堂
。
故
闘
焉
。
)

と
あ

り
、
初
代

の
皇
帝
で
あ
る
元
帝
の
と
き
、
漢
の
故
事
に
よ

っ
て

「明
堂
宗
祀
之
禮
」
を
行
う
べ
き
で
あ

っ
た
が
、
明
堂
が
建
設
さ
れ
て

い
な

か
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
行
わ
な
か

っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

『通
典
』
巻
四
四
大
享
明
堂
明
堂
制
度
附

の
条
に
、
東
晋
孝
武
帝
の
太
元
十
三
年

(三
八
八
)
の
こ
と
と
し
て
、

正
月
後
辛
、
明
堂
を
祀
る
。
車
服

の
儀
、
率
ね
漢
制
に
遵
ふ
。
出
ず
る
に
法
駕
を
以
ゐ
、
服
す
る
に
褒
星
を
以

ゐ
る
。

(正
月
後
辛
、

祀
明
堂
。
車
服
之
儀
、
率
遵
漢
制
。
出
以
法
駕
、
服
以
嚢
冤
。
)

と
あ
り
、
元
帝

の
と
き
か
ら
七
十
年
ほ
ど
後
、
東
晋
孝
武
帝
が
明
堂
の
儀
礼
を
行

っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
『晋
書
』
巻

一
九
礼
志
上
に
、
東
晋
の
明
堂
に

つ
い
て
、

江
左
以
後
、
未
だ
修
建
す
る
に
邊
あ
ら
ず
。
(江
左
以
後
、
未
邉
修
建
。
)

と
あ
る
。
『
通
典
』
及
び

『
晋
書
』
礼
志
上
の
記
事
に
拠
れ
ば
、
東
晋
孝
武
帝
の
と
き
、
明
堂
は
儀
礼
が
行
わ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
建
設

さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
如
何
に
理
解
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

建
築
物
が
存
在
し
な
い
以
上
、
儀
礼
も
行
わ
れ
な
い
と
い
っ
た
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
主
に
想
起
さ
れ
る
の
は

「江
左
以
後
」
と
い
っ
た
記

事
に
、
次
の
よ
う
な
解
釈
を
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「江
左
以
後
」
と
は
、
東
晋
孝
武
帝

の
太
元
十
三
年
よ
り
も
前
の
こ
と
を

指
す

の
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
は
明
堂
が
建
設
さ
れ
て
い
た
と
す
る
解
釈
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
宋
書
』
巻

一
六
礼
志
三
に
、
大
明
五
年

(四

六

一
)
に
、
有
司
が
明
堂
に
供
す
る
牛
に

つ
い
て
問
う
た
上
奏
を
載
せ
て
、

南
郊
の
祭
り
に
三
牛
を
用
ふ
。
廟

四
時
に
六
室
を
祠
る
に
二
牛
を
用
ふ
。
明
堂
肇
め
て
建
ち
、
五
帝
を
祠
り
、
太
祖
文
皇
帝
も
て
配

す
。
未
だ
祭
り
に
幾
牛
を
用
ふ
る
か
を
詳
ら
か
に
せ
ず
。

(南
郊
祭
用
三
牛
。
廟
四
時
祠
六
室
用
二
牛
。
明
堂
肇
建
、
祠
五
帝
、
太
祖

文
皇
帝
配
。
未
詳
祭
用
幾
牛
。
)

と
あ

り
、
「明
堂
肇
建
」
と
い
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
か
り
に
東
晋
孝
武
帝
期
に
お
い
て
す
で
に
明
堂
が
建
設
さ
れ
て
い
た
と
す
れ

ば
、

こ
う
し
た
表
現
が
史
料
上
に
出
て
く
る
こ
と
は
、
ま
ず
あ
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。



ま
た
、
後
述

の
劉
宋
孝
武
帝
が
明
堂
を
建
設
す
る
際
、
有
司
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
上
奏
に
、

伏
し
て
明
堂

・
辟
雍
を
尋
ぬ
る
に
、
制
に
定
文
無
し
。
経
記

参
差
に
し
て
、
傳
説

乖
舛
た
り
。
(伏
尋
明
堂

・
辟
雍
、
制
無
定
文
。

経
記
参
差
、
傳
説
乖
舛
。)

と
あ
り
、
明
堂
に
つ
い
て
は
、
詳
し
い
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
建
康
に
存
在

し
て
お
り
、
実
際
に
調

査
す

る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
に
、
当
然
、
東
晋
の
明
堂
が
参
考
に
さ
れ
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
劉
宋
孝
武
帝
が
明
堂
を
建
設
す
る
際
、

東
晋

の
明
堂
に

つ
い
て
の
言
及
は
全
く
な
さ
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
「江
左
以
後
、
未
邉
修
建
。
」
と
あ
る
記
事
は
東
晋

孝
武
帝
以
降
を
含
め
、
明
堂
が
東
晋
を
通
じ
て
建
設
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
す
れ
ば
、
東
晋
孝
武
帝
期
に
お
い
て
、
明
堂
は
建
築
物
が
存
在
し
な
く
と
も
、
儀
礼
は
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し

た
こ
と
が
果
た
し
て
あ
り
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
『晋
書
』
巻

一
九
礼
志
上
に
、
元
帝
の
太
興
二
年

(=
=

九
)
の
こ
と
と
し
て
、

帝
親
ら
郊
祀
す
る
に
、
饗
配
の
禮

一
に
武
帝
始
め
て
郊
す
る
の
故
事
に
依
る
。
是
の
時

尚
ほ
未
だ
北
壇
を
立

て
ず
、
地
祇
衆
神

共

に
天
郊
に
在
り
。
(帝
親
郊
祀
、
饗
配
之
禮

一
依
武
帝
始
郊
故
事
。
是
時
尚
未
立
北
壇
、
地
祇
衆
神
共
在
天
郊
。
)

と
あ
り
、
北
郊
壇
が
建
設
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
「地
祇
衆
神
」
は
南
郊
壇
に
存
在
す
る
こ
と
に
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

東
晋
に
お
い
て
儀
礼
を
行
う
建
築
物
が
な
い
場
合
、
そ
こ
で
祭
る
神
は
他
の
建
築
物
に
存
在
す
る
と
し
た
事
例
が
あ
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ

ば
、
明
堂
は
建
築
物
は
な

い
が
儀
礼
が
行
わ
れ
た
だ
け
に
、
そ
の
神
は
他
の
建
築
物
に
存
在
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
明
堂
で
祭
る
神
は
ど
の
建
築
物
に
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
右
述
の

「地
祇
衆
神
」
が
南
郊
壇
に
存
在

し
た
の
は
、
南
、
北
郊

の
儀
礼
が
天
、
地
を
祭
る
と
い
っ
た
対
応
関
係
に
あ
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
明
堂
で
祭

る
神
に

つ
い
て
も
、
対

応
あ

る
い
は
類
似
の
関
係
に
あ
る
建
築
物
に
存
在
し
た
と
さ
れ
よ
う
。
こ
の
際
、
『南
斉
書
』
巻
九
礼
志
上
に
、
東
晋
孝
武
帝
が
明
堂
の
儀

礼
を
行
う
際
の
孫
者
之
に
よ
る
議
を
載
せ
て
、

郊

以
て
天
を
祀
り
、
故
よ
り
之
に
配
す
る
に
后
稜
を
以
て
す
。
明
堂

以
て
帝
を
祀
り
、
故
よ
り
之
に
配
す
る
に
文
王
を
以
て
す
。
(郊

以
祀
天
、
故
配
之
以
后
稜
。
明
堂
以
祀
帝
、
故
配
之
以
文
王
。
)



と
あ

る
の
は
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
右
は
南
郊
で

「天
」
、
明
堂
で

「帝
」
を
祭
る
と
し
て
い
る
。
こ
の

「天
」、

「帝
」
は
ど
ち
ら
も
昊

天
上
帝
の
こ
と
を
指
す
。
従

っ
て
、
こ
の
史
料
は
、
南
郊
、
明
堂
が
同
じ
神
を
祭

っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
さ
ら
に
、
『宋
書
』
巻

一
六
礼

志
三
に
、
泰
始
二
年

(二
六
六
)
、
群
臣
が
明
堂
、
南
郊
に

つ
い
て
行

っ
た
議
を
載
せ
て
、

五
帝
は
、
即
ち
天
な
り
。
五
氣

時
ご
と
に
異
な
り
。
故
に
其
の
號
を
殊
に
す
。
名

五
有
り
と
錐
も
、
其

の
實

は

一
神
な
り
。
明
堂

・

南
郊
、
宜
し
く
五
帝
の
坐
を
除
き
、
五
郊

五
精

の
號
を
改
め
、
皆
同
じ
く
昊
天
上
帝
と
稻
し
、
各

々

一
坐
を
設
く
る
の
み
。
…
…
帝

悉
く
之
に
從
ふ
。
(五
帝
、
即
天
也
。
五
氣
時
異
。
故
殊
其
號
。
錐
名
有
五
、
其
實

↓
神
。
明
堂

・
南
郊
、
宜
除
五
帝
之
坐
、
五
郊
改

五
精
之
號
、
皆
同
稻
昊
天
上
帝
、
各
設

一
坐
而
巳
。
…
…
帝
悉
從
之
。
)

と
あ

り
、
同
志
に
、
太
康
十
年

(二
八
九
)
の
詔
を
載
せ
て
、

其
れ
明
堂
及
び
南
郊
の
五
帝
の
位
を
復
せ
よ
。
(其
復
明
堂
及
南
郊
五
帝
位
。
)

と
あ

っ
て
、
明
堂
、
南
郊
で
祭
る
神
に
つ
い
て
、
五
帝

(昊
天
上
帝
の
季
節
ご
と
の
姿
)
↓
昊
天
上
帝
↓
五
帝
と

い
っ
た
変
更
が
同
時
に
行

わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
明
堂
と
全
く
同
じ
神
を
祭
る
と
い
っ
た
儀
礼
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
他
に
存
在
し
な

い
。
従

っ
て
、
東
晋
に
お

け
る
明
堂

の
儀
礼
は
、
南
郊
壇
で
行
わ
れ
た
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

右

の
私
見
は
、
南
郊
と
明
堂
の
共
通
点
だ
け
で
な
く
相
違
点
も
考
察
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
よ
り
確
か
な
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
両
者

に
は
、
『
孝
経
』
巻
五
聖
治
章
に
、

昔
、
周
公

郊
祀
す
る
に
、
后
稜
を
ば
以
て
天
に
配
す
。
宗
祀
す
る
に
、
文
王
を
ば
明
堂
に
於

い
て
以
て
上
帝
に
配
す
。
(昔
者
、
周
公

郊
祀
、
后
稜
以
配
天
。
宗
祀
、
文
王
於
明
堂
以
配
上
帝
。
)

と
あ

る
よ
う
に
、
南
郊
が
后
稜
を
配
す

の
に
対
し
、
明
堂
は
文
王
を
配
す
と
い

っ
た
相
違
点
が
存
在
し
た
。
こ
の

「配
」
に
は
、
必
ず
依
り

代
で
あ
る
神
主
が
存
在
す
る
。
か
り
に
南
郊
壇
で
明
堂
の
儀
礼
を
行
う
と
す
れ
ば
、
右
述
の
相
違
点
が
あ
る
だ
け
に
、
南
郊
壇
に
本
来
、
存

在
す

る
は
ず

の
な
い
文
王
の
神
主
が
必
要
か
否
か
と
い
っ
た
問
題
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
先
に
掲
げ
た

『
南
斉
書
』
巻
九
礼
志
上
に
、
孫
老
日

之
と
同
時
期
に
な
さ
れ
た
徐
逸
の
議
を
載
せ
て
、



配
も
て
之
れ
言
を
為
せ
ば
、
必
ず
神
主
有
り
。
郊

天
壇
為
れ
ば
、
則
ち
堂

(明
堂
を
指
す
)

文
廟
に
非
ず
。

(配
之
為
言
、
必
有
神

主
。
郊
為
天
壇
、
則
堂
非
文
廟
。
)

と
あ
り
、
徐
遡
が
神
主
に

つ
い
て
論
じ
た
際
、
南
郊
11
天
壇
と
す
れ
ば
明
堂
"
文
王
の
廟
で
は
な
い
と
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
明

堂
が
文
王
の
廟
で
な
い
以
上
、
彼
は
文
王
の
神
主
を
配
す
べ
き
で
は
な
い
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
唐
間
の
明
堂
に
関
す
る
議
に
お

い
て
、
こ
う
し
た
神
主
の
有
無
が
問
題
に
さ
れ
た
こ
と
は
、
右
を
除
け
ば
管
見
の
及
ぶ
限
り
存
在
し
な
い
。
右
と

『
孝
経
』
に
文
王
を
配
す

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
徐
遊
の
議
は
か
な
り
異
常
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
堂

の
儀
礼
が
南
郊
壇
で
行
わ
れ
た

と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
議
が
何
故
な
さ
れ
た
の
か
と
い
う
疑
問
は
自
ず
か
ら
氷
解
す
る
で
あ
ろ
う
。
従

っ
て
、
東
晋
に
お
い
て
明
堂
の
儀
礼

は
、
南
郊
壇
で
行
わ
れ
た
と
し
て
大
過
な
い
と
考
え
ら
れ
る

。

さ

て
、
東
晋
を
通
じ
て
明
堂
は
建
設
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
が
、
『宋
書
』
巻

一
六
礼
志
三
に
、
東
晋
孝
武
帝

の
太
元
十
二
年

(三
八

七
)

の
こ
と
と
し
て
、

詔
し
て
曰
は
く
、
…
…
太
祖

位
を
虚
し
く
し
、
明
堂

未
だ
建
た
ず
。
…
…
便
ち
詳
議
す
べ
し
、
と
。
…
…
吏

部
郎
王
枕
議
す
ら
く
、

明
堂
は
天
に
則
り
地
に
象
る
、
儀
観
の
大
な
り
。
宜
し
く
皇
居
の
菖
に
反
る
を
侯
ち
て
、
然
る
後

之
を
修
む

べ
し
、
と
。
騨
騎
將
軍

會
稽
王
司
馮
道

子

・
尚
書
令
謝
石
の
意

枕
の
議
に
同
じ
。
是
に
於
い
て
奉
行
し
て

一
に
改
む
る
所
無
し
。
(詔

日
、
…
…
太
祖
虚
位
、

明
堂
未
建
。
…
…
便
可
詳
議
。
…
…
吏
部
郎
王
枕
議
、
明
堂
則
天
象
地
、
儀
観
之
大
。
宜
侯
皇
居
反
菖
、
然
後
修
之
。
騨
騎
將
軍
會
稽

王
司
馮
道

子

・
尚
書
令
謝
石
意
同
枕
議
。
於
是
奉
行

一
無
所
改
。
)

と
あ

り
、
王
枕
が
明
堂
は

「則
天
象
地
、
儀
観
之
大
」
と
い
っ
た
重
要
な
儀
礼
で
あ
る
の
で
、
洛
陽
に
皇
居
が
帰
る
、
す
な
わ
ち
洛
陽
に
遷

都
し
て
後
、
そ
こ
に
建
設
す
べ
き
と
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
洛
陽
中
心
の
天
下
観
に
基
づ
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
当
時

の
実
力
者
で
あ
る
司
馮
道

子

(東
晋
孝
武
帝
の
同
母
弟
)
、
謝
石

(謝
安
の
弟
)
ら
が
王
枕
の
議
に
同
意
し
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
る
と
、
彼
の
議
は
当
時
の
政
権
内
に
お
い
て
決
し
て
少
数
に
属
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
よ
う
。

た
だ
し
、
東
晋
孝
武
帝
期
は
、
東
晋
成
立
よ
り
半
世
紀
以
上
の
ち
の
こ
と
で
あ
る
だ
け
に
、
徐

々
に
で
は
あ
る
が
建
康
を
天
下
の
中
心
と



考
え

る
人
々
も
存
在
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た

。
劉
宋
孝
武
帝
期
は
右

の
東
晋
孝
武
帝
よ
り
さ
ら
に
半
世
紀
以
上

の
ち
の
こ
と
で
あ
る
。

従

っ
て
、
東
晋
孝
武
帝
期
に
比
べ
、
こ
う
し
た
建
康
中
心
の
天
下
観
が
大
き
な
影
響
力
を
持

つ
よ
う
に
な

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

ま
た
、
劉
宋
孝
武
帝
期
に
は
、
元
嘉
二
十
七
年
の
北
伐
失
敗
に
よ
っ
て
、
南
朝
が
軍
事
的
に
劣
勢
と
な

っ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
は
孝
武
帝

が
柳

元
景
ら
群
臣
の
反
対
を
押
し
切

っ
て
、
劉
宋
王
朝
の
弱
体
を
示
す
こ
と
に
な
り
屈
辱
的
で
あ
る
と
さ
れ
た
北
魏
と
の
互
市
を
行

っ
て
さ

え
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(『宋
書
』
巻
八
五
謝
荘
伝
、
巻
九
五
索
虜
伝
)。

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
劉
宋
孝
武
帝
は
、
先
に
掲
げ
た
礼
志
三
に

「明
堂
肇
建
」
と
あ
る
よ
う
に
、
東
晋
南

朝
に
お
い
て
初
め
て
明

堂
を
建
康
に
建
設
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
明
堂
の
所
在
地
は
、
同
志
に
、
有
司
の
上
奏
を
載
せ
て
、

國
學
の
南
、
地

實
に
丙
巳
、
爽
壇
平
暢
に
し
て
、
以
て
螢
建
す
る
に
足
る
、
と
。
(國
學
之
南
、
地
實
丙
巳
、
爽
境
平
暢
、
足
以
螢
建
。
)

と
あ
り
、
国
学

の
南
、
建
康
城
の
丙
巳
の
方
角
に
あ

っ
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
明
堂
が
建
設
さ
れ
た
時
期
は
、
同
書
巻
五

三
張
永
伝
に
、
大
明
四
年

(四
六
〇
)
の
こ
と
と
し
て
、

明
堂
を
立
て
、

(張
)
永

本
官
を
以
て
將
作
大
匠
を
兼
ぬ
。
(立
明
堂
、
永
以
本
官
兼
將
作
大
匠
。
)

と
あ
り
、

一
見
す
る
と
大
明
四
年
で
あ

っ
た
か
の
如
く
で
あ
る
が
、
同
書
巻

一
六
礼
志
三
に
、
大
明
五
年
の
こ
と
と
し
て
、

詔
日
、
昔

文
徳

周
に
在
り
、
明
堂

崇
祀
せ
ら
る
。
…
…
百
司
に
班
行
し
て
、
材
を
捜
し
工
を
簡
び
、
権
に
起
部
尚
書

・
將
作
大
匠

を
置
き
、
物
を
量
り
て
商
程
し
、
今
秋
に
剋
め
て
繕
立
せ
よ
。
(詔
日
、
昔
文
徳
在
周
、
明
堂
崇
祀
。
…
…
班
行
百
司
、
捜
材
簡
工
、

権
置
起
部
尚
書

・
將
作
大
匠
、
量
物
商
程
、
剋
今
秋
繕
立
。)

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
明
四
年
に
建
設
の
計
画
を
た
て
翌
五
年
に
完
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
東
晋
孝
武
帝
の
と
き
、
王
枕
は
洛
陽
を
天
下
の
中
心
と
す
る
考
え
に
基
づ
い
て
、
明
堂
を
洛
陽
で
建
設
す
べ
き
と

し
た
。
右
か
ら
は
、
明
堂
は
天
下
の
中
心
に
の
み
建
設
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た
考
え
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
す
れ
ば
、
大

明
三
年
、
劉
宋
孝
武
帝
は
王
畿
を
設
置
し
建
康
を
天
下
の
中
心
と
す
る
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
初
め
て
明
堂
は
建
康

に
建
設
す
る
こ
と
が
可

能
に
な

っ
た
と
さ
れ
よ
う
。
従

っ
て
、
劉
宋
孝
武
帝
に
よ
る
明
堂
の
建
設
は
、
建
康
を
天
下
の
中
心
と
す
べ
く
行
わ
れ
た
王
畿

の
設
置
と
連



本
節
で
は
、
劉
宋
孝
武
帝

の
と
き
に
五
轄
が
製
造
さ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
が
王
畿
の
設
置
と
連
動
す
る
施
策
で
あ

っ
た

こ
と
な
ど
を
述
べ
る
。

『
宋
書
』
巻

一
八
礼
志
五
に
、
大
明
三
年

(四
五
九
)
の
こ
と
と
し
て
、

尚
書
左
丞
荷
萬
秋
を
し
て
五
路
を
造
ら
し
む
。
禮
圖
に
、
玉
路
は
、
赤
族
を
建
て
、
蓋
無
し
、
と
。
改
造
す
る
に
金
根
に
依
擬
し
て
、

赤
漆
櫨
書
、
玉
も
て
諸
末
を
飾
り
、
青
栃
十
有
二
旛
を
建
て
、
玄
馬
四
に
駕
し
、
羽
藻
蓋
を
施
し
て
、
以
て
祀

る
。
即
ち
金
根
を
以
て

金
路
と
為
し
、
大
青
族
十
有
二
旛
を
建
て
、
玄
馬
四
に
駕
し
、
羽
藻
蓋
に
し
て
、
以
て
賓
す
。
象

・
革

・
木
路

は
、
周
官

・
輿
服
志

・

禮
圖

並
び
に
其
の
形
段
を
載
せ
ず
、
並
び
に
玉
路
に
依
擬
し
て
、
漆
横
書
、
羽
藻
蓋
と
す
。
象
路
は

、
象

も
て
諸
末
を
飾
り
、
赤

旅
十
有
二
旛
を
建
立
し
て
、
以
て
朝
を
視
る
。
革
路
は
、
赤
族
十
有
二
境
を
建
て
、
以
て
戎
に
即
く
。
木
路
は
、
赤
摩
を
建
て
、
以
て

田
す
。
象

・
革
は
玄
に
駕
し
、
木
は
赤
に
駕
し
て
、
四
馬
な
り
。

(使
尚
書
左
丞
荷
萬
秋
造
五
路
。
禮
圖
、
玉
路
、
建
赤
族
、
無
蓋
。

改
造
依
擬
金
根
、
而
赤
漆
櫨
書
、
玉
飾
諸
末
、
建
青
旋
十
有
二
慌
、
駕
玄
馬
四
、
施
羽
藻
蓋
、
以
祀
。
即
以
金
根
為
金
路
、
建
大
青
族

十
有
二
旛
、
駕
玄
馬
四
、
羽
藻
蓋
、
以
賓
。
象

・
革

・
木
路
、
周
官

・
輿
服
志

・
禮
圖
並
不
載
其
形
段
、
並
依
擬
玉
路
、
漆
櫨
書
、
羽

藻
蓋
。
象
路
、
象
飾
諸
末
、
建
立
赤
旋
十
有
二
旛
、
以
視
朝
。
革
路
、
建
赤
旋
十
有
二
旛
、
以
即
戎
。
木
路
、
建
赤
摩
、
以
田
。
象

・

革
駕
玄
、
木
駕
赤
、
四
馬
。)

と
あ

り
、
劉
宋
孝
武
帝

の
と
き
に
五
轄

(史
料
に
は

「五
轄
」
、
「五
路
」
と
あ
る
が
、
以
下
で
は
五
轄
と
表
記
す
る
)
が
製
造
さ
れ
た
こ

と
、

こ
れ
は

「周
官

・
輿
服
志

・
禮
圖
」
に
依
拠
し
た
も
の
で
、
具
体

的
に
は
玉
路
、
金
路
、
象
路
、
革
路
、
木
路

の
こ
と
を
指
す
こ
と
な

ど
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
同
志
に
、
泰
始
四
年

(四
六
八
)
に
お
け
る
建
安
王
休
仁
の
参
議
を
載
せ
て
、

大
明
に
逮
び
、
始
め
て
五
轄
を
備
ふ
。
(逮
干
大
明
、
始
備
五
轄
。
)

動
す
る
施
策
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二

五

轄

の

製

造

.,

.



と
あ

る

こ

と

か

ら

、

こ

の
と

き

の
五

轄

は

、

東

晋

南

朝

に

お

い
て

初

め

て
製

造

さ

れ

た

も

の
で

あ

っ
た

こ
と

を

窺

う

こ
と

が

で

き

る
。

五
轄

の
製

造

は
、

「周

官

・
輿

服
志

・
禮

圖

」
に

依

拠

し
た

も

の
で

あ

っ
た

が

、
最

初

に

あ
げ

ら

れ

て

い

る

の
が

『
周

礼

』

で
あ

る

こ

と
、

『
通

典

』

巻

六

四
、

五
酪

の
条

に

、

西

晋

武

帝

が

五
轄

を

製

造

し

た

こ

と

を

載

せ

て
、

受

暉

す

る

に

及

び

、

玉

・
金

・
象

・
革

・
木

の

五
轄

を

設

け

、

並

び

に
法

駕

と

為

し
、

旗

静

服

用

、

悉

く

周

制

を

取

る
。

(
及
受

暉

、

設

玉

・
金

・
象

・
革

・
木

五
轄

、

並

為

法

駕

、

旗

艀

服
用

、

悉

取

周

制

。
)

と

あ

る

こ
と

な

ど

を

踏

ま

え

る

と

、

五

轄

の
製

造

に

お

い

て

は

、

『
周

礼

』

が

極

め

て

重

要

な

役

割

を

果

た

し

て

い
た

と
考

え

ら

れ

る
。

そ

の

『
周

礼

』

巻

二
七

、

春

官

宗

伯

、

巾

車

の
条

に

、

五

轄

に

つ
い

て
、

王

の
五
路

。

]
に

玉
路

と

日

ひ

、
錫

・
埜

櫻

十

有

再

就

、

太

常

十
有

二

艀

を

建

て
、

以

て

祀

る
。

金

路

は

、

鉤

・
焚

縷

九

就

、

大

族

を

建

て
、

以

て
賓

し

、
同

姓

を

ば

以

て

封

ず

。
象

路

は
、
朱

・
焚

櫻

七
就

、
大

赤

を

建

て
、

以

て
朝

し

、
異

姓

を

ば

以

て
封

ず

。
革

路

は

、

龍

勒

・
條

櫻

五

就

、

大

白

を

建

て

、

以

て

戎

に

即

き

、

以

て

四
衛

を

封
ず

。

木

路

は

、

前

埜

・
鵠

縷

、

大

摩

を
建

て
、

以

て

田

し
、

以

て
蕃

國

を

封

ず

。

(王

之

五
路

。

一
日

玉
路

、

錫

・
奨

縷

十

有

再

就

、

建

太

常

十

有

二
艀

、

以
祀

。

金

路

、

鉤

・
焚

縷

九

就

、

建

大

族

、

以
賓

、

同

姓

以

封
。

象

路

、

朱

・
焚

縷

七

就

、

建

大

赤

、

以

朝

、

異

姓

以

封
。

革

路

、

龍

勒

・
條

櫻

五
就

、

建

大

白

、

以

即

戎

、

以
封

四

衛

。

木

路

、
前

焚

・
鵠

縷

、

建

大

摩

、

以

田

、

以

封

蕃

國

。
)

と

あ

る
。

こ

こ

で
注

目

し

た

い

の

は

、
革

路

の

「
四
衛

」
、

木

路

の

「蕃

國

」

と

い

っ
た

箇

所

で

あ

る
。

右

は
鄭

玄

の
注

に
、

革

路

に

つ
い

て
、

四

衛

と

は
、

四
方

の
諸

侯

の
守

衛

す

る
者

に

し

て

、

攣

服

以

内

な

り

。

(
四

衛

、

四
方

諸

侯

守

衛

者

、

蟹

服

以

内

。
)

と

あ

り

、

木

路

に

つ

い
て

蕃

國

と

は
、

九

州

の
外

夷

服

・
鎮

服

・
蕃

服

を

謂

ふ
な

り
。

(蕃

國

、

謂

九

州

之

外
夷

服

・
鎮

服

・
蕃

服

。
)

と

あ

っ
て
、

「攣

服

以

内

」
、

「夷

服

・
鎮

服

・
蕃

服

」

な

ど

に

対

応

す

る

と

さ

れ

て

い

る
。

こ

れ

は

『
周

礼

』

巻

三

三

夏

官

司

馬

、

職

方

氏

の
条

に

、



乃
ち
九
服
の
邦
國
を
緋
ず
。
方
千
里
を
ば
王
畿
と
日
ひ
、
其
の
外
方
五
百
里
を
ば
侯
服
と
日
ひ
、
又
其
の
外
方

五
百
里
を
ば
旬
服
と
日

ひ
、
又
其

の
外
方
五
百
里
を
ば
男
服
と
日
ひ
、
又
其
の
外
方
五
百
里
を
ば
采
服
と
日
ひ
、
又
其
の
外
方
五
百
里
を
ば
衛
服
と
日
ひ
、
又

其
の
外
方
五
百
里
を
ば
蟹
服
と
日
ひ
、
又
其
の
外
方
五
百
里
を
ば
夷
服
と
日
ひ
、
又
其
の
外
方
五
百
里
を
ば
鎮

服
と
日
ひ
、
又
其
の
外

方
五
百
里
を
ば
藩

(蕃
)
服
と
日
ふ
。
(乃
緋
九
服
之
邦
國
。
方
千
里
日
王
畿
、
其
外
方
五
百
里
日
侯
服
、
又
其
外
方
五
百
里
日
旬
服
、

又
其
外
方
五
百
里
日
男
服
、
又
其
外
方
五
百
里
日
采
服
、
又
其
外
方
五
百
里
日
衛
服
、
又
其
外
方
五
百
里
日
攣

服
、
又
其
外
方
五
百
里

日
夷
服
、
又
其
外
方
五
百
里
日
鎮
服
、
又
其
外
方
五
百
里
日
藩
服
。
)

と
あ

る
九
服
の

一
部
を
構
成
す
る
。
右
よ
り
、
『
周
礼
』
及
び
鄭
玄
注
に
拠
れ
ば
、
五
轄
と
九
服
は
互
い
に
対
応
し
て
い
た
も

の
と
考
え
ら

れ
る
(9>。

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
孝
武
帝
の
五
轄
も
九
服
と
互
い
に
対
応
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

い
ま
こ
の
点
に

つ
い
て

考
え
て
み
よ
う
。
九
服
の
中
心
は
王
畿
で
あ
る
が
、
『
周
礼
』
に
お
い
て
こ
れ
に
対
応
す
る
の
は
玉
路
で
あ
る
。

こ
の
玉
路
は

「以
祀
」
す

な
わ
ち
祭
祀
の
と
き
に
用
い
ら
れ
る
車
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
玉
路
は
王
畿
で
祭
祀
を
行
う
際
に
用
い
ら
れ
る
車
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
王
畿

の
地
は
洛
陽
中
心
の
天
下
観
か
ら
す
る
と
、
当
然
、
建
康
で
は
な
く
洛
陽
で
あ
る
。
建
康
巨
王
畿
で
な
い
と
す
れ
ば
、
玉
路
は
建
康

で
用

い
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
五
轄
が
製
造
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
建
康
で
玉
路
を
用

い
る
た
め
に
は
、
建
康

が
王
畿
で
あ
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
孝
武
帝
が
五
轄
を
製
造
し
た
大
明
三
年
に
、
王
畿

の
設
置
も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
玉
路
の
使
用
は
建
康
の
地
が
王
畿
と
な

っ
て
初
め
て
可
能
と
な

る
だ
け
に
、
五
轄
の
製

造
は
王
畿

の
設
置
と
互
い
に
連
動
す
る
施
策
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る

。

さ

ら
に
、
『宋
書
』
巻

一
八
礼
志
五
に
、
大
明
四
年
に
南
郊
祭
天
で
用
い
ら
れ
る
車
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
を
載
せ
て
、

有
司
奏
す
ら
く
、
…
…
又
薔
儀
に
金
根
車
に
乗
る
。
今
五
路
既
に
備
は
る
。
禮
に
依
る
に
玉
路

以
て
祀
れ
ば
、
亦
宜
し
く
金
根
車
を

改
め
て
玉
路
と
為
す
べ
し
、
と
。
詔
し
て
可
な
り
と
す
。
(有
司
奏
、
…
…
又
薔
儀
乗
金
根
車
。
今
五
路
既
備
。
依
禮
玉
路
以
祀
、
亦

宜
改
金
根
車
為
玉
路
。
詔
可
。
)



と

あ

り

、

金

根

車

か

ら

玉
路

に
な

っ
た

こ

と

が
伝

え

ら

れ

て

い
る

。

こ
れ

は
、

南

郊

祭

天

と

い

っ
た

祭

祀

に
玉

路

が

用

い

ら

れ

た

こ

と

を

示

す

も

の
で

あ

る

。

さ

ら

に
、

同
志

に

、

大

明

六

年

の

こ
と

と

し

て
、

有

司
奏

す

ら

く

、
…

…
至

尊

玉

路

に
乗

る

に
、
金

路

・
象

路

・
革

路

・
木

路

・
小

輩

・
輪

・
御

輻

・
衣

書

等

の
車

を

以

て
副

と

為

し
、

其

の
鯨

は

並

び

に
常

儀

の
如

く

せ

よ

、

と

。

詔

し

て

可

な

り

と

す

。

(有

司
奏

、

…

…

至

尊

乗

玉

路

、

以

金

路

・
象

路

・
革

路

・
木

路

・
小

輩

・
輪

・
御

朝

・
衣

書

等

車

為

副

、

其

鯨

並

如

常

儀
。

詔

可

。
)

と

あ

り

、

同

志

に
、

蕾

大

事

有

り

て

、

法

駕

出

つ

れ

ば

、

五
路

各

々
主

る
所

有

り

、

倶

に

は
出

で
ざ

る

な

り

。

大

明

中

、

始

め

て

五
路

倶

に

出

つ

る

を

制

す

。

(蕾

有

大

事

、

法

駕

出

、

五
路

各

有

所

主

、

不

倶

出

也

。

大

明

中

、

始

制

五
路

倶

出

。
)

と

あ

っ
て
、

孝

武

帝

が
祭

祀

で

玉

路

を

用

い

る
際

、

金

路

、

象

路

、

革

路

、

木

路

な

ど

も

、

と

も

に
出

る

こ

と

が

制
度

化

さ

れ

た

と

伝

え

て

い
る
。

五

轄

は
九

服

に

対
応

す

る

だ

け

に

、

そ

の
全

て
が

出

る

こ

と

は
儀

礼

の
際

、

九

服

を

視

角

化

、

具

象

化

す

る

働

き

が

あ

っ
た

で
あ

ろ

う
。

従

っ
て
、

劉

宋

孝

武

帝

は

玉

路

を

用

い
た

と

き

、

自

ら

が

九

服

の

中

心

に

存

在

す

る

こ
と

を

視

覚

化
、

具

象

化

す

る

狙

い
も

あ

っ
て
、

祭

祀

の
と

き

五

轄

を

全

て

出

す

よ

う

に

し

た

も

の
と

考

え

ら

れ

る
。

一

一

南

巡

本
節

で
は
、
孝
武
帝
が
南
巡
の
際
、
雷
山
を
王
朝
に
と

っ
て
重
要
な
山
と
位
置
づ
け
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。
『
宋
書
』
巻
六
孝
武
帝

紀
に
、
大
明
七
年

(四
六
三
)
の
こ
と
と
し
て
、

車
駕

南
豫

・
南
克
二
州
を
巡
る
。
丙
辰
、
詔
し
て
曰
は
く
、
…
…
奮
山
は
是
れ
南
嶽
と
日
ひ
、
實
に
維
れ
國
鎮
に
し
て
、
蜜
を
輻
み

瑞
を
呈
し
、
光
を
宋
道
に
肇
む
。
…
…
使
を
遣
は
し
て
萸
祭
す
べ
し
、
と
。
丁
巳
、
車
駕

歴
陽
の
烏
江
に
校
猟
す
。
己
未
、
車
駕

烏



江
縣
の
六
合
山
に
登
る
。
(車
駕
巡
南
豫

・
南
克
二
州
。
丙
辰
、
詔
日
、
…
…
雷
山
是
日
南
嶽
、
實
維
國
鎮
、
輻

璽
呈
瑞
、
肇
光
宋
道
。

…
…
可
遣
使
葵
祭
。
丁
巳
、
車
駕
校
猟
干
歴
陽
之
烏
江
。
己
未
、
車
駕
登
烏
江
縣
六
合
山
。)

と
あ
り
、
劉
宋
孝
武
帝
が
南
予
、
南
克
の
二
州
、
歴
陽
郡
烏
江
県
及
び
六
合
山
な
ど
に
巡
行
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

こ
の
と
き
の

巡
行
に

つ
い
て
、
『
初
学
記
』
巻
二
五
、
舟

の
条
に
引
く

「西
巡
記
」
に
、

宋
の
孝
武

六
合
に
度
る
。
龍
舟

・
翔
鳳
以
下
、
三
千
四
十
五
艘
。
舟
航
の
盛
な
る
こ
と
、
三
代
二
京
比
元
し
。

(宋
孝
武
度
六
合
。
龍

舟

・
翔
鳳
以
下
、
三
千
四
十
五
艘
。
舟
航
之
盛
、
三
代
二
京
元
比
。
)

と
あ
り
、
そ
れ
が
三
千
四
十
五
艘
の
舟
行
で
あ
り
、
「三
代
二
京
元
比
。」
と
さ
れ
る
ほ
ど
大
規
模
な
も
の
で
あ

っ
た

こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

と
す
れ
ば
、
孝
武
帝
は
こ
の
と
き
の
巡
行
を
非
常
に
重
視
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

孝

武
帝
紀
に
は
、
「雷
山
是
日
南
嶽
、
實
維
國
鎮
、
輻
塵
呈
瑞
、
肇
光
宋
道
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
と
き
の
巡
行
で
窪
山
が
劉
宋
王

朝
に
と

っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
で
は
、
こ
の
雷
山
と
は
如
何
な
る
山
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
山
は
盧
江
郡
溝
県
に

存
在

し
、
前
漢
武
帝
の
と
き
、
衡
山
が
遠
す
ぎ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
神
が
移
さ
れ
南
嶽
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

。
周
知
の
よ
う
に
、

衡
山
は
五
岳

の

一
つ
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
神
を
移
し
た
雷
山
も
、
中
国
に
お
い
て
最
も
重
要
な
山
の

一
つ
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従

っ
て
、
孝
武
帝
が
雷
山
を
劉
宋
王
朝
の

「國
鎮
」
と
し
た
こ
と
は
、

一
見
す
る
と
何
ら
問
題
が
な
い
か
の
如
く
で
あ
る
。

し
か
し
、
『抱
朴
子
』
内
篇
、
巻

一
七
登
渉
に
、

或
問
ひ
て
曰
は
く
、
江
南
山
谷
の
聞
、
諸

々
の
毒
悪
多
し
。
之
を
辟
く
る
に
道
有
る
か
、
と
。
抱
朴
子
答

へ
て
曰
は
く
、
中
州
の
高
原
、

土
氣
清
和
に
し
て
、
上
國
の
名
山
、
了
に
此
の
輩
無
し
。
今
呉

・
楚
の
野
、
暑
濾
欝
蒸
に
し
て
、
衡

・
雷
の
正
岳
と
錐
も
、
猶
ほ
毒
茎

多

し
。
(或
問
日
、
江
南
山
谷
之
聞
、
多
諸
毒
悪
。
辟
之
有
道
乎
。
抱
朴
子
答
日
、
中
州
高
原
、
土
氣
清
和
、
上
國
名
山
、
了
無
此
輩
。

今
呉

・
楚
之
野
、
暑
羅
欝
蒸
、
難
衡

・
審
正
岳
、
猶
多
毒
董
也
。)

と
あ

り
、
東
晋
初
め
に
お
い
て
、
衡
山
、
雷
山
は
と
も
に
正
岳
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「諸

々
の
毒
悪
」
が
多

い
江
南
に
存
在
す
る
た

め
、
中
原
の
も
の
よ
り
も
低
く
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
位
置
づ
け
に
は
、
当
然
、
洛
陽
中
心
の
天
下
観



が
影
響
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
『宋
書
』
巻

一
七
礼
志
四
に
、
東
晋
穆
帝

の
升
平
年
間
の
こ
と
と
し
て
、

何
碕

五
嶽

の
祠
を
修
む
る
を
論
じ
て
曰
は
く
、
唐

・
虞

の
制
、
天
子

五
載
ご
と
に

一
た
び
巡
狩
す
。
時
を
省
る
の
方
、
五
嶽
に
柴
燈

す
。
…
…
秦

・
漢

西
京
に
都
す
る
に
及
び
、
浬

・
滑
の
長
水
、
祀
典
に
在
ら
ず
と
錐
も
、
威
陽
に
近
き
を
以

て
、
故
に
壼
く
大
川
の

祠
に
比
す
る
を
得
。
而
し
て
正
立
の
祀
、
以
て
閾
く
べ
け
ん
や
。
永
嘉

の
齪
、
神
州

傾
覆
し
て
よ
り
、
菰
の
事

替
る
。
唯
だ
濤
の
天

柱

の
み
、
王
略
の
内
に
在
れ
ば
、
薔

墓

百
石
の
吏
卒
を
選
び
、
以
て
其
の
職
を
奉
ぜ
し
む
。
中
興

の
際
、
未
だ
官
守
有
ら
ざ
る
も
、

盧
江
郡

常

に
大
吏

の
兼
假
な
る
を
遣

は
し
て
、
四
時
疇
實
し
、
春
は
寒
さ
を
繹
き
て
冬
は
沐
を
請
は
し
む
。
威
和
よ
り
今
に
迄
る
ま

で
、
已
に
復
た
堕
替
す
。
…
…
今
元
慈

已
に
繊
け
ば

(桓
温
の
北
伐
成
功
を
指
す
。
…
…
括
弧
内
筆
者
加
筆
)
、
宜
し
く
菖
典
を
修
む

べ
し
、
と
。
…
…
省
み
ら
れ
ず
。
(何
碕
論
修
五
嶽
祠
日
、
唐

・
虞
之
制
、
天
子
五
載

一
巡
狩
。
省
時
之
方
、
柴
瞭
五
嶽
。
…
…
及
秦

・
漢
都
西
京
、
浬

・
滑
長
水
、
錐
不
在
祀
典
、
以
近
成
陽
、
故
蓋
得
比
大
川
之
祠
。
而
正
立
之
祀
、
可
以
閾
哉
。
自
永
嘉
之
齪
、
神
州

傾
覆
、
菰
事
替
　
。
唯
濫
之
天
柱
、
在
王
略
之
内
、
蕾
毫
選
百
石
吏
卒
、
以
奉
其
職
。
中
興
之
際
、
未
有
官
守
、
盧
江
郡
常
遣
大
吏
兼

假
、
四
時
疇
實
、
春
繹
寒
而
冬
請
泳
。
威
和
迄
今
、
已
復
堕
替
。
…
…
今
元
慈
已
繊
、
宜
修
菖
典
。
…
…
不
見
省
。
)

と
あ

り
、
何
碕
が
東
晋
王
朝
に
雷
山
の
祭
祀
を
行
う
よ
う
請
う
た
が
、
結
局
、
省
み
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
『
抱
朴
子
』

の
事

例
を
踏
ま
え
る
と
、
右
に
つ
い
て
も
、
そ
の
原
因
と
し
て
洛
陽
を
中
心
と
す
る
天
下
観
が
影
響
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

。

東

晋
末
に
な
る
と
、
後
に
劉
宋
王
朝
を
建
て
る
劉
裕
の
第

一
次
北
伐
に
よ

っ
て
、
山
東
地
方
が
江
南
政
権

の
領
土
と
な

っ
た
。
こ
の
山
東

地
方

の
正
岳
が
、
泰
山
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
雷
山
は
洛
陽
中
心
の
天
下
観
か
ら
す
れ
ば
中
原
の
正
岳
よ
り
低
く
位
置
づ
け
ら

れ
て

い
た
だ
け
に
、
王
朝
が
自
ら
の
正
統
性
を
主
張
す
る
と
す
れ
ば
、
泰
山
の
祭
祀
す
な
わ
ち
封
禅
を
行
う
で
あ
ろ
う
。
『宋
書
』
巻

一
六

礼
志

三
に
、

宋

の
太
祖

在
位
長
久
に
し
て
、
封
暉
を
意
ふ
こ
と
有
り
。
使
を
遣
は
し
て
泰
山
の
薔
道
を
履
行
せ
し
め
、
學
士
山
謙
之
に
詔
し
て
封

暉
の
儀
注
を
草
せ
し
む
。
其

の
後

索
虜
南
冠
し
、
六
州
荒
殿
た
り
。
其
の
意

乃
ち
息
む
。

(宋
太
祖
在
位
長
久
、
有
意
封
暉
。
遣
使

履
行
泰
山
蕾
道
、
詔
學
士
山
謙
之
草
封
暉
儀
注
。
其
後
索
虜
南
選
、
六
州
荒
殿
。
其
意
乃
息
。
)



と
あ

り
、
孝
武
帝

の
父
で
あ
る
文
帝
が
泰
山
の
封
禅
を
行
お
う
と
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
と
き

の
封
禅
は
、
序
節

に
も
述
べ
た
元
嘉
二
十
七
年

(四
五
〇
)
の
北
伐
失
敗
、
そ
れ
に
伴
う
北
魏
太
武
帝
の
反
撃
に
よ

っ
て
中
止
さ
れ
た
。
文
帝

の
後
を
受
け
た

孝
武
帝
も
、
同
志
に
、
大
明
元
年

(四
五
七
)

の
こ
と
と
し
て
、

太
宰
江
夏
王
義
恭
表
し
て
曰
は
く
、
…
…
宜
し
く
其
れ
天
人
の
誠
に
從
ひ
、
先
王
の
則
に
遵
ひ
、
萬
乗
を
備

へ
、
法
駕
を
整

へ
、
泰
山

に
修
封
し
、
玉
を
岱
趾
に
痙
む
べ
し
。
…
…
伏
し
て
願
は
く
は
時
に
宗
伯
に
命
じ
て
、
弦
の
典
度
を
具

へ
し
め

よ
、
と
。

(太
宰
江
夏

王
義
恭
表
日
、
…
…
宜
其
從
天
人
之
誠
、
遵
先
王
之
則
、
備
萬
乗
、
整
法
駕
、
修
封
泰
山
、
痙
玉
岱
趾
。
…
…
伏
願
時
命
宗
伯
、
具
薙

典
度
。
)

と
あ

り
、
江
夏
王
義
恭
に
よ

っ
て
封
禅
を
す
る
よ
う
勧
め
ら
れ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
同
書
巻
六

一
、
江
夏

王
義
恭
伝
に
、

(江
夏
王
義
恭
)
累
り
に
表
し
て
封
輝
を
勧
む
。
上

(孝
武
帝
)
大
い
に
悦
ぶ
。
(累
表
勧
封
輝
。
上
大
悦
。
)

と
あ

り
、
孝
武
帝
が
こ
の
封
禅
の
勧
め
に
喜
ん
だ
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
結
局
、
彼
は
江
夏
王
義
恭
の
勧

め
に
従

い
、
封
禅
を
行

う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
孝
武
帝
は
大
明
四
年
に
も
有
司
に
上
奏
さ
れ
た
が
、
こ
の
と
き
も
封
禅
を
行
わ
な
か

っ
た

(『
宋
書
』
巻

一
六
礼
志

三
)。

そ
の
原
因
と
し
て
元
嘉
二
十
七
年

の
北
伐
失
敗
を
受
け
、
泰
山
で
封
禅
を
行
う
際
、
北
魏
が
こ
の
地
に
南
下
し
て
く
る
の
を
懸
念
し

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
孝
武
帝
が
五
岳
に
よ

っ
て
正
統
性
を
主
張
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
ど
の
山
の
祭
祀
を
行
う
べ
き
で
あ

っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
参
考
に
な
る
の
は
、
小
南

一
郎
氏
の
見
解
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

南
朝
の
人
々
が
五
嶽
の
内
で
も
特
に
雷
山
の
祭
祀
を
重
視
し
た
の
は
、
潅
水
以
北
の
地
を
失
な

っ
て
江
左
に
都

を
移
し
た
あ
と
、
実
際

に
祭
り
が
行
な
え
る
の
は
南
嶽
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
も
遠
い
荊
楚
の
地
の
南
に
あ
る
九
疑
山
で
な
く
、
都
に
比
較
的
近
い
雷
山

(天
柱

山
)
を
南
嶽
と
す
る
伝
承

(前
漢
武
帝
の
と
き
の
こ
と
を
指
す
…
…
括
弧
内
筆
者
加
筆
)
を
便
利
だ
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

と
あ
る

。
筆
者
は
小
南
氏
の
見
解
に
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
。
氏
の
い
う
都
す
な
わ
ち
建
康
か
ら
の
距
離
と
元
嘉

二
十
七
年
に
お
け
る
北

伐
失
敗
の
影
響
を
踏
ま
え
る
と
、
孝
武
帝
が
五
岳
に
よ
り
正
統
性
を
主
張
し
よ
う
と
し
た
際
、
衡
山
、
泰
山
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
の
は
雷
山
と



い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
雷
山
は

『抱
朴
子
』
に
あ
る
よ
う
に
、
東
晋
初
め
に
お
い
て
中
原
の
も
の
よ
り
低
く
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
た
。
従
っ
て
、
東
晋
穆
帝
の
と
き
に
は
小
規
模
な
祭
祀
で
さ
え
行
わ
れ
ず
、
劉
宋
孝
武
帝

の
父
で
あ
る
文
帝
は
泰
山
の
封
禅
を
行
お
う

と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
孝
武
帝
が
雷
山
を
劉
宋
王
朝
の

「國
鎮
」
に
し
た
こ
と
は
、
洛
陽
中
心
の
天
下
観
か
ら
す
れ
ば
、
王
朝

の
正
統
性
に
と

っ
て
む
し
ろ
不
利
に
は
た
ら
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
岡
崎
文
夫
氏
は
、
梁
の
代
表
的
士
人
で
あ

る
沈
約
が
中
原
を
索
虜
の
土
地
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、

北
支
那

(原
文

マ
マ
…
…
括
弧
内
筆
者
加
筆
)
は
従
来
中
原
と
称
せ
ら
れ
、
天
下
の
中
心
で
あ
る
と
せ
ら
れ
た

の
に
、
沈
約
に
至

つ
て

は
、
明
か
に
之
を
索
虜

の
土
地
と
認
め
て
ゐ
る
。
之
は
南
北
の
対
立
の
充
分
に
熟
し
た
梁
初
の
当
時
に
あ

っ
て
、
南
朝
人
の

一
般
の
考

へ
方
で
あ
ら
う
が
、
併
し
伝
統
的
な
精
神
か
ら
云

へ
ば
恐
ら
く
非
難
を
蒙
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

と
述

べ
て
お
ら
れ
る

。
中
原
を
胡
族
が
存
在
す
る
辺
境
と
す
れ
ば
、
自
ず
か
ら
江
南

こ
そ
が
中
国
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
中
心
は
都

で
あ
る
建
康
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
孝
武
帝
が
王
畿
の
設
置
に
よ
り
、
こ
の
建
康
中
心
の
天
下
観
を
主
張
し
た
こ
と
は
序
節
で
述
べ
た
。

建
康

中
心
の
天
下
観
か
ら
す
れ
ば
、
中
原
に
存
在
す
る
も
の
よ
り
も
、
江
南
に
存
在
す
る
唯
一

の
五
岳
す
な
わ
ち
衡

山
こ
そ
が
最
も
高
く
位

置
づ
け
ら
れ
る
山
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
雷
山
は
こ
の
衡
山
の
神
を
移
し
た
地
な
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
孝
武
帝
が
南
巡
の
際
、

雷
山
を

「國
鎮
」
と
し
た
の
は
、
建
康
中
心
の
天
下
観
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
劉
宋
孝
武
帝
が
行

っ
た
礼
制
改
革
に

つ
い
て
、
建
康
中
心
の
天
下
観
と
の
関
連
か
ら
考
察
を
行

っ
た
。
ま
ず
明
堂
に

つ
い
て

で
あ

る
が
、
こ
れ
は
東
晋
期
に
建
設
さ
れ
て
お
ら
ず
儀
礼
の
み
が
行
わ
れ
た
。
そ
こ
に
は
洛
陽
中
心
の
天
下
観
が
影
響
し
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
劉
宋
孝
武
帝
は
新
た
に
建
康
中
心
の
天
下
観
を
主
張
し
、
こ
の
地
に
明
堂
を
建
設
す
る
に
至

っ
た
。

ま
た
、
五
轄
は

『
周
礼
』
に
拠
れ
ば
九
服
に
対
応
し
、
と
り
わ
け
玉
路
は
王
畿
で
用
い
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
た
。
洛
陽
中
心
の
天
下
観
か

お

わ

り

に



ら
す
れ
ば
、
こ
の
玉
路
は
当
然
、
洛
陽
で
用
い
る
も
の
で
あ
り
、
東
南
の
辺
境
で
あ
る
建
康
で
の
使
用
は
不
可
能
で
あ

っ
た
。
孝
武
帝
は
大

明
三
年

(四
五
九
)
、
建
康
に
王
畿
を
設
置
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
地
で
玉
路
を
用

い
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

従

っ
て
、
王
畿
の
設
置
と
五
轄
の
製
造
は
、
互
い
に
連
動
す
る
施
策
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
孝
武
帝
は
南
巡
に
お
い
て
、
雷
山
を
劉
宋
王
朝
の

「國
鎮
」
と
し
た
。
こ
の
雷
山
は
衡
山
の
神
を
移
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
東

晋
初
め
に
お
い
て
は
江
南
に
存
在
す
る
た
め
、
中
原
の
五
岳
よ
り
も
低
く
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
孝
武
帝
は
王
畿

の
設
置
に
よ

り
、
江
南
11
中
国
、
中
原
11
索
虜
の
地
と
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ

っ
て
、
雷
山
を

「國
鎮
」
と
す
る
劉
宋
王
朝
は
、
自
ら

の
正
統
性
を
主
張

す
る

こ
と
が
可
能
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ

て
、
右
述

の
礼
制
改
革
は
全
て
王
畿
の
設
置
と
連
動
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
孝
武
帝

の
次
に
即
位
し
た
前
廃
帝

は

『宋
書
』
巻
七
前
廃

帝
紀

に
、
大
明
八
年
の
こ
と
と
し
て
、

王
畿
の
諸
郡
を
以
て
揚
州
と
爲
し
、
揚
州

(治
所
は
会
稽
)
を
以
て
東
揚
州
と
爲
す
。

(以
王
畿
諸
郡
爲
揚
州
、
以
揚
州
爲
東
揚
州
。
)

と
あ

り
、
王
畿
を
揚
州
と
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
か
り
に
前
廃
帝
が
建
康
中
心
の
天
下
観
を
否
定
す
る
狙

い
も
あ

っ
て
王
畿
↓
揚

州
と

し
た

の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
と
連
動
し
て
い
た
右
述
の
礼
制
改
革
も
廃
止
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
前
廃
帝

が
こ
う
し
た
廃
止
を
行

っ
た
と
す
る
史
料
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
存
在
し
な
い
。
し
か
も
、
同
紀
に
、
永
光
元
年

(四
六
五
)
の
こ
と
と
し
て
、

(八
月
)
庚
辰
、
石
頭
城
を
以
て
長
樂
宮
と
爲
し
、
東
府
城
を
ば
未
央
宮
と
爲
す
。
東
揚
州
を
罷
め
て
揚
州
に
井
す
。
甲
申
、
北
邸
を

以
て
建
章
宮
と
爲
し
、
南
第
を
ば
長
楊
宮
と
爲
す
。
(庚
辰
、
以
石
頭
城
爲
長
樂
宮
、
東
府
城
爲
未
央
宮
。
罷
東
揚
州
井
揚
州
。
甲
申
、

以
北
邸
爲
建
章
宮
、
南
第
爲
長
楊
宮
。
)

と
あ

る
よ
う
に
、
彼
は
建
康
を
前
漢
の
都
で
あ
る
長
安
に
比
擬
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
中
心
性
を
高
め
て
さ
え

い
る
の
で
あ
る
。

翻

っ
て
考
え
る
に
、
揚
州
は
東
晋
以
来
、
都
で
あ
る
建
康
を
治
所
と
し
て
い
た
だ
け
に
、
劉
宋
孝
武
帝
期
に
は
揚

州
11
神
州
と
す
る
者
が

存
在

し
た
。
大
明
三
年
、
孝
武
帝
が
王
畿
を
設
置
す
る
際
、
会
稽
を
治
所
と
す
る
地
が
揚
州

(神
州
)
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
と
す
れ
ば

江
南

に
建
康
、
会
稽
と
い
っ
た
形
で
、
天
下
の
中
心
が
二
つ
存
在
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
同
書
巻
八
二
沈
懐
文
伝
に
、
大
明
二
年
に
お
け
る



(1
)

中
村
圭
爾

「南
朝
国
家
論

」

(『
岩
波
講
座

世
界
歴
史
』

第
九
巻
、
岩
波
書
店
、

一
九
九

九
年
)
参
照
。

(2
)

妹
尾
達
彦

『
長
安

の
都
市

計
画
』

一
五
八
頁

(講
談
社
、

二
〇
〇

↓
年
)
参
照
。

(3
)

易
、
乾

「
上
九
、
充
龍

有
悔
。
」

の
正
義
に

「上
九
充

陽
之
至
、
大

而
極

盛
。

故

日
⊥几
龍
。
」
と
あ
る
。
史
料
中

の
上
九
は
乾
卦

の
う
ち
、
下
か
ら
数

え
て
六
番
目

の
交
が
陽

で
あ
る

こ
と
を
意
味
す

る
。
乾
卦

は
九

五

(下
か
ら
数
え

て
五
番

目

の
陽
)
を
君
主

の
あ
る

べ
き
理
想

の
地
位
と
す

る
だ
け
に
、

上
九
は
限
度
を
超
え
た

君
主

の
状
態
、
行
動
を
示
す
。

(4
)

中
国
王
朝

の
明
堂

に

つ
い
て
は
、
張

一
兵

『
明
堂
制
度
研
究
』

(中
華
書
局
、

二
〇
〇

五
年

)
参

照
。

沈
懐
文
の
議
を
載
せ
て
、

神
州

(建
康
を
治
所
と
す
る
揚
州
を
指
す
)
の
菖
壌
、
歴
代
相
承
け
、
邊
州
に
異
な
り
。
或
は
罷
め

或
は
置

け
ば
、
既
に
物
情
説
ば

ず
、
容
に
化
の
本
を
葛
く
べ
し
。
(神
州
蕾
壌
、
歴
代
相
承
、
異
於
邊
州
。
或
罷
或
置
、
既
物
情
不
説
、
容
葛
化
本
。)

と
あ

る
の
は
、
こ
の
問
題
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
前
廃
帝
が
王
畿
↓
揚
州
と
し
た

の
は
、
江
南
に
お

い
て
建
康
の
み
を
天
下

の
中
心
と
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
後
、
前
廃
帝
は
明
帝

の
ク
ー
デ
タ
に
よ
り
殺
害
さ
れ
る
。
明
帝
が
こ
う
し
た
形
で
即
位
し
た
だ
け
に
、
孝
武
帝
及
び
前
廃
帝
期
に
存

在
し
た
建
康
中
心
の
天
下
観
は
否
定
さ
れ
た
と
す
る
向
き
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
明
帝
は
即
位
の
際
、
晋
安
王
子
助
と
皇
位
を

争

っ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
山
東
地
方
を
北
魏
に
奪
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
軍
事
的
劣
勢
が
さ
ら
に
強
ま
る
状
況
の
下
で
、
南
朝
が
建
康
中
心
の

天
下
観
を
否
定
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
考
え
難
い
。
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
そ
う
し
た
史
料
も
存
在
し
な

い
。
と
す
れ
ば
、
孝
武
帝
に
よ
る
礼

制
改
革
は
、
そ
の
後
の
南
朝
に
お
け
る
天
下
観
を
決
定
づ
け
る
重
要
な
施
策
の

一
つ
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

。

註



(
5
)

『
宋
書
』
巻

一
六
礼
志
三

に
、
泰
始

六
年

(四
七
〇
)
正
月

(原

文
に
は

「五
月
」
と
あ

る
が
、
中
華
書

局
点
校
本

の
校
勘
記

に
従

い

「
正
月
」
と
す

る
)

乙
亥

の
詔
を
載

せ
て
、

「古
禮

王
者
毎

歳
郊
享
、
震
及
明
堂
。
自

昔
以
來
、
間
年

一
郊
、
明
堂
同

日
。
」

と
あ
る
。

こ
の

「習
」

に

つ
い
て
金
子
修

一
氏

は
東
晋

の
こ
と
と
し

て
お
ら
れ
る

(金

子
氏

『
中

国
古

代
皇
帝
祭

祀

の
研
究
』

四
六
～

四
七

頁
、
岩
波
書
店

、

二
〇

〇
六
年
)
。
筆
者

は
氏

の
見

解

に
賛

同
す

る
も

の
で
あ
る
が
、
と
す

れ
ば

、
東
晋

で
は

二
年

に

一
回
、

明
堂

の
儀
礼
が
行
わ
れ
た

こ
と
に
な
る
。

こ

の
よ
う

に
東

晋
で
は

二
年

に

一
回
と

い

っ
た
割

合

で
明
堂

の
儀
礼
が
行
わ

れ
た
だ
け

に
、
建
康

の
中
心
性
が
主

張
さ
れ

て
い
た

と
す

る
向
き
も
あ

る
か
も
知

れ
な

い
。

し
か
し
、
そ
れ

は
あ

く
ま
で
洛
陽

に
遷
都

す
る
ま

で
、

か
り
に
建
康

の
南

郊
壇

で
行

わ
れ
た
も

の
で
あ

っ
た
。

従

っ
て
、

こ
れ

に

は
建
康

の
中

心
性
を
主
張
す

る
狙

い
が

あ

っ
た
と
す
る

こ
と

は
で
き
な

い
と
考

え
ら
れ

る
。

(
6
)

拙
稿

「東

晋
南

朝
に
お
け

る
天

下
観

に

つ
い
て
-

王
畿
、
神
州

の
理
解

を
め
ぐ

っ
て
ー

」

(第

一
〇
五
回
史
学
会
報
告
、

二
〇
〇

七
年
)
参
照
。

(
7
)

六
朝
期

の
五
轄
に

つ
い
て
は
、
蘇
哲

「
北
魏
轄
制
考
-

太
和

五
轄

を
中

心
に
ー

」

(『
明
大

ア
ジ

ア
史

論
集
』
第
五
号
、

↓
九
九
九

年
)

参
照
。

(
8
)

『
通
典
』
巻

六
四
、
五
轄

の
条

に
よ

っ
て
補

う
。

(
9
)

も
ち
ろ
ん
、
礼

志
五
に

は
、

九
服
と

の
対
応

関
係
が
記
さ

れ
て

い
な

い
。
従

っ
て
、
孝
武
帝

の
五
轄
と
九
服

は
関

係
が
な

い
と
す

る
向
き
も
あ

る
だ

ろ
う
。

し
か

し
、

「周
官

・
輿

服
志

・
禮

圖
並
不
載
其
形

段
」
と
あ

る
よ
う
に
、
礼

志
五
は

五
轄

の
具
体
的
な

「
形
段
」
を

記
す

こ
と

に
主
眼
が
置

か

れ

て

い
る
。
さ
ら

に
、
『
周
礼

』
は
儒
家

の
重
要
な
経
典

で
あ
る
だ

け
に
、
六
朝

の
士
人

で
あ

れ
ば
五
轄
と
九

服
と

の
対
応

は
周
知

の
こ
と
に
属

し
た

で
あ

ろ
う
。

そ
れ
だ
け

に
、
孝
武
帝

の
五
轄
が
、
九
服
と

は
無
関
係

で
あ
る
と
す
る

こ
と

は
で
き
な

い
と
考

え
ら
れ
る
。

(
10
)

そ

の
場
合
、

九
服

の
地

に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す

る
と
さ
れ
た
金
路

、
象
路
、
革
路

、
木
路
が
、
建
康

"
王
畿

に
お
い
て
用

い
る

こ
と

が
で
き
る

の
か
と

い

っ
た
疑

問
が
生
じ
る
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
、
例
え
ば

『
周

礼
』
巻

二
七
、
夏
官

司
馬

、
巾
車

に
、
金
路

の
こ
と
を
載

せ
て

「
以
賓
、
同
姓
以
封
。
」

と
あ

る
。

こ
れ
は
金
路

に

つ
い
て
、

王
は
王
畿

で
賓
礼

の
と
き
に
用

い
、
ま
た
、

そ
れ
と
は
別
に
同
姓

を
九
服
で
対
応
す

る
地

に
封
じ
る
際
に
も
用

い

る
と

い

っ
た

こ
と
を
意
味
す

る
と
考
え

ら
れ
る
。
と
す

れ
ば
、
象
路
、
革

路
、
木
路

に

つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ

「
以
朝
、
異

姓
以
封
。
」
、

「
以
即
戎
、

以

封

四
衛
。
」
、

「以

田
、

以
封
蕃
國
。
」
と
あ
る

の
に
も
同
様

の
こ
と
が
言
え
る
と
さ
れ

よ
う
。

ま
た
、

王
畿

の
設
置
と

五
轄

の
製

造
が
同
年

と
は

い
え
、

両
者

の
明
確
な
先

後
関
係
が
わ

か
ら
な

い
以
上
、

王
畿

の
設
置

に
よ

っ
て
初

め

て
玉
路
が



建
康

で
使
用

で
き

る
よ
う

に
な

っ
た
と
す

る
こ
と
は
で
き
な

い
と
す

る
意
見
が
あ

る
か
も
し
れ
な

い
。
し

か
し
、
史

料
に
お

い
て
、

玉
路

の
使
用
が
最

初

に
見
受

け
ら
れ
る

の
は
、

こ
の
直
後
に
掲
げ
た

礼
志
五
に
あ

る
大

明
四
年

(四
六
〇
)

の
こ
と
で
あ
る
だ
け

に
、

残
念
な
が
ら
、

そ
の
よ
う
に
考
え

る
こ
と
は

で
き
な

い
と
さ
れ
よ
う
。

(
11
)

小
南

一
郎

「『
漢
武
帝

内
伝
』

の
成

立

(下
)
」

(『
東
方
学
報
』
第

五
三
冊
、

一
九

八

一
年
)
参
照
。

小
南

氏

の
論
文

に

つ
い
て
は
、
佐
竹

保
子
氏
に

ご
教
示

い
た
だ

い
た
。

(
12
)

も
ち

ろ
ん
、
礼
志

四

の
記
事

に
あ

る
よ
う
に
、
東

晋
成
立
か
ら
威

和
年
間
ま

で
、

王
朝
が
祭
祀
を
行

っ
て

い
た
だ
け

に
、
霧

山

の
祭

祀
と
洛

陽
中
心

の
天
下
観

は
全

く
関

係
が
な

い
と
す

る
向
き
が
あ

る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
祭

祀
が
行
わ
れ

て
い
た
と
き

で
さ
え
、
そ
れ
は

「百

石
吏
卒
」
、
「
大
吏

兼
假
」

に
よ

る
も

の
で
あ

っ
た
。

従

っ
て
、

劉
宋
孝
武
帝

が

「三
代

二
京
元
比
。
」
と
さ
れ

る
ほ
ど
大
規
模
な

舟
行

の
と

き
、
雷
山
を

「
國
鎮
」
と

し
た

の
に

比

べ
れ
ば
、

そ

の
重
要
性

は
極

め
て
小
さ
な
も

の
で
あ

っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ

し
て
、

そ

の
小
規
模
な
祭

祀
で
さ
え

、
穆
帝

の
と
き

に
は
省
み
ら
れ

る

こ
と
が
な

か

っ
た
の
で
あ
る
。

(
13
)

小
南
氏
註

(
11
)
論
文
参
照
。

(
14
)

岡
崎
文
夫

「梁

の
沈
約

と
宋
書

」

(『
歴
史
と
地
理
』
第
三
十

一
巻
第

一
号
、

一
九

三
三
年

)
参
照
。
な
お
、
川
合
安

「沈
約

『
宋
書
』

の
華
夷
意
識
」

(『
東
北
大
学
東
洋
史

論
集
』
第

六
輯

、

一
九
九
五
年
)

に

「た
だ
、

(『
宋

書
』
…

…
括
弧
内

筆
者
加
筆
)
本
紀
と

列
伝

の
完
成
し
た
南
斉

の
永

明
六
年

に
は
、
索
虜
伝

も
書
か
れ

て
い
た
と
考
え

ら
れ
る

の
で
、

「梁
初
」

は

「南
斉
」

と
改
め
ら
れ
る

べ
き

で
あ

ろ
う
。
」
と
あ
る
。

(
15
)

こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
南
朝

の
仏
教
政
策

に

つ
い
て

の
考
察

も
不
可
欠

で
あ

ろ
う
。

劉
宋
孝
武
帝
期

の
仏
教
政
策

に

つ
い
て
は
、
下
倉
渉

「南

北
朝

の
帝
都
と
寺
院

」

(『
歴
史
と
文
化
』
第

四
〇
号
、
二
〇
〇
六
年
)
参
照
。


